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1. RCMSにおける権限の概念 
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RCMSでは権限を、閲覧・新規追加・更新・削除の4つにわけて管理しています。ここでは、それぞれの

権限の概念について説明を行います。複数人でサイトを運営する場合には、権限設定は重要になりま

すので、よくご理解のうえご活用下さい。 

 新規作成権限 

新規作成の権限は、コンテンツを新たに作成する権限に加えて、閲覧権限や更新権限、削除権限も

含みます。この新規作成の権限がある場合には、その対象となっているモジュールについては、すべての操

作を行う事ができます。 

 閲覧権限 

コンテンツや各種設定を閲覧する事ができる権限です。コンテンツの新規追加・更新・削除する事はでき

ません。 

 更新権限 

コンテンツや各種設定の変更を行う事ができる権限です。更新だけを行わせたいユーザーに割り当てます

が、その際には必ずそのユーザーに対して閲覧権限も付与して下さい。閲覧する権限がない場合は、更

新権限だけが付与されていても更新する事はできません。 

 削除権限 

コンテンツを削除する事ができる権限です。削除だけを行わせたいユーザーに割り当てますが、その際には

必ずそのユーザーに対して閲覧権限も付与して下さい。閲覧する権限がないのに、削除する事はできま

せん。 



2. 会員限定ページとは 
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会員限定ページとは 

会員限定（閲覧制限をかけた）ページを作成すると、RCMS内に登録したメンバーの、特定のグループ

にのみページやコンテンツの閲覧権限を与えることができます。閲覧制限をかけたページにアクセスすると、

下記のようなログイン画面が表示されます。 



3. グループを作成する 
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3-1 機能概要 

3-2 手順 

グループモジュールでは、メンバーに対してRCMSの操作権限を設定します。権限を作成しメンバーに割

り当て、メンバーを権限でグループ化する事ができます。 

① [メンバー管理]→[グループ] を開きます。 

② [グループ追加] をクリックします。 

③ グループの基本設定を設定します。 

① 

② 

グループに設定する権限を選択

します。 

ここでは「ログインユーザー」 を選

択し、閲覧権限のあるグループを

作成していきます。 

各項目の設定につきましては、

次の表をご確認ください。 
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３-2-1 基本設定の内容 

項目 説明 

グループ名 グループの名前です。 

ユーザー種別 

ユーザー種別を選択します。 

・ログインユーザー：ログインのみ行う事ができるユーザーです。 

・コンテンツ編集ユーザー：コンテンツを編集する事ができるユーザーです。このユー

ザー種別を選択すると、権限設定が表示されモジュール毎に権限を設定する事が

できます。 

・スーパーユーザー：RCMSのすべての操作を行う事ができます。サイト管理者が

利用する事を想定しています。 

管理画面 

管理画面の表示方法を選択します。 

・簡易版※は権限設定を許可したコンテンツのみメニューに表示されます。更新のみ

行うユーザー向けです。 

ユーザー別フォ

ルダ利用 

ユーザー別フォルダを利用すると、サイト共通の画像フォルダではなく、メンバー専用

のフォルダのみ利用できます。 

メンバーブログ

自動作成 

「有効にする」 にチェックを入れると、メンバー作成時、そのユーザ用のブログを自動で

作成します。 

簡易メンバー情

報編集画面を

利用する 

 

 

権限設定 

コンテンツごとの権限設定をします。 

・閲覧：このチェックボックスをONにすると、そのモジュールのコンテンツや設定を閲覧

する事ができます。 

・新規追加：このチェックボックスをONにすると、コンテンツや各種設定を新規に追

加する事ができます。 

・更新：このチェックボックスをONにすると、コンテンツや各種設定を更新する事ので

きます。 

・削除：このチェックボックスをONにすると、コンテンツや各種設定を削除する事ので

きる権限です。 



Copyright  Diverta inc. All right reserved. 7 

３-2-2 ユーザー種別設定 

③ 

④ 

③ [ユーザー種別]→[ログインユーザー] を選択します。 

  ※ログインユーザーを選択したため、権限設定はありません。 

④ [追加する] をクリックしてグループを作成します。 



4. メンバーを追加し、グループを割り当てる 
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4-1 機能概要 

4-2 手順 

メンバーモジュールでは、メンバー情報を登録します。ログインIDやパスワードの設定、権限の設定や学

校情報、勤務先など様々な情報を登録することができます。 

① [メンバー管理]→[メンバー] を開きます。 

② [メンバー追加] をクリックします。 

① 

② 

③ [プロフィール情報]→[名前] を設定します。 

   ※必要に応じて他の項目も設定してください 

④ [ID情報] をクリックします。 

③ 

④ 
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4-2-1 ID情報の内容 

項目 説明 

email 
ログインに使用します。 

パスワードのリマインダーは設定したアドレスに送信されます。 

ログインID 

メールアドレスを基本的にログインに使用しますが、メールアドレス以外をログインに使

用したい場合は入力してください。 

ログインID、email、一時更新権限のIDで重複はできません。 

ログイン 

パスワード 
ログインに使用します。 

OpenID mixiのOpenIDを使ってログインできます。 

ログインの許可 許可をする場合には、emailまたはログインIDとログインパスワードが必須です。 

ログイン許可の

有効期限 
ログインできる有効期限を設定します。 

所属グループ 
メンバーが所属するグループを選択します。 

所属グループの変更は次回ログインから有効になります。 

メルマガ拒否フ

ラグ 
送信しないにチェックを入れることで、メルマガを拒否することができます。 

備考 

ステータス メンバーのステータスを設定します。 
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4-2-2 ID情報の設定 

⑤ [email] [ログインID] [ログインパスワード] を設定します。 

     ※[email] をログインIDとして使用する場合は、[ログインID]の設定は必要ありません。 

⑥ [所属グループ]→[ログイン] を選択し、 [追加する]をクリックします。 

     ※すでに管理者が追加されている場合は、削除をクリックしてください。 

⑦ [追加する] をクリックしてメンバーを作成します。 

⑤ 

⑦ 

⑥ 



5. ページに閲覧制限をつける 
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5-1 機能概要 

５-2 手順 

閲覧権限は、設定したグループごとにページに対して閲覧の制限をかけることができます。 

会員向けサイトや社内ウェブサイトなど、特定のユーザーのみに表示を許可するウェブサイトの構築に最

適です。 

① [サイト基本設定] を開きます。 

② [ページ構成] をクリックします。 

① 

② 
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5-2-1 ページ構成の設定 

③ [設定] をクリックします。 

③ 

閲覧制限をかけたいページを選択して[設定] をクリックします。 

ここでは、ページ構成の中にある、お知らせページに対して閲覧制限を設定します。 
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5-2-2 基本設定の閲覧制限 

④ [閲覧権限] の[ログイン] を選択し、 [閲覧制限を行う] にチェックを入れます。 

⑤ [更新する] をクリックし、ページに対して閲覧制限をかけます。 

④ 

⑤ 



6. 会員限定（閲覧制限をかけた）ページ 
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閲覧制限の設定し、ページにアクセスすると、下記のようなログイン画面が表示されます。 

ログインには、メンバーを作成したときに設定した[email]または[ログインID]、[パスワード]が必要になり

ます。 

本マニュアルでは、ページに閲覧制限の設定する手順をご紹介しましたが、各種コンテンツ（記事、ブロ

グなど）に対しても、閲覧制限を設定できます。手順1～4までの手順は変わりませんが、手順5につい

ては、各コンテンツごとに閲覧制限を設定する箇所があります。各記事グループごと、1記事ごとなど細か

い設定が可能です。 



7. ログインフォームを設定する 
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閲覧制限をかけたページにアクセスすると、RCMSの管理画面にログインするときと同じログイン画面が表

示されますが、ページに「ログインフォーム」を設定することにより、任意のログイン画面を表示することがで

きます。ここでは、ログインフォームのページの設定方法をご説明します。 

7-1 ページにログインフォームをトップに設定する 

① [サイト基本設定]→[ページ構成] を開きます。 

② Topページの[設定] をクリックし、ページ設定編集を開きます。 

① 

② 
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③ [コンテンツ設定]を開きます。 

④ サブコンテンツ設定で、[ログイン＞＞ログインフォーム]を選択します。 

⑤ パラメータにログイン後に表示するページを設定します。 

パラメータの入力欄横の、「help」をクリックすると、ログイン後のページを指定するためのパラメータ

が表示されますので、パラメータをコピーして、入力欄に貼り付け、「=」で表示したいページを「//」

で囲んで記述します。 

例1）「topics_list1」を表示 

Retrun_URL=/topics_list1/ 

例2）Topページを表示 

Retrun_URL=/ 

※Topページは「/」のみで指定可能です。この指定方法はパラメータに限らず、リンク先を指定す

る場合も同じです。 

 

③ 

④ 

⑤ 
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⑦ 

⑧ 

⑥ [配置]をクリックして、開きます。 

⑦ 任意の場所にドラッグして配置します。 

⑧ [更新する]をクリックして、設定を確定します。 

 

⑥ 

ログインフォームのデザインを変更したい！ 

設定したログインフォームのデザインを変更する場合は、テンプレート編集で、新しくテンプレートを追

加してデザインを変更することができます。 

① 「デザイン＞テンプレート編集」を開きます。 

② 「モジュール:ログイン コンテンツ:ログインフォーム テンプレート:ログインフォーム」を選択します。 

適用範囲とデバイスは必要に応じて変更してください。 
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7-2 閲覧制限のページにアクセスした時、ログインフォームのページを表示する 

閲覧制限のページにアクセスした際、フォームを設定しているページを指定し、自動で遷移するように設

定することができます。また、ログインフォームからログインして、再度、ログアウトした場合に、ログアウト後

に、指定したページへ遷移します。 

① 

① [サイト基本設定]→[サイト管理] を開きます。 

② [閲覧制限時のログイン画面]に、ログインフォームを設定しているページを指定します。 

記述例）/login_form/ 

※ログアウト後、ここで設定したページに遷移します。 

② 

ログイン後の最初のページを指定する 

「ログイン後の最初のページ」を指定すると、ログインフォームからログインした際に、ここで指定したペー

ジに遷移します。「ログインフォーム」で「 Retrun_URL」を設定している場合は、「 Retrun_URL」

が優先されます。 


